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説明会開催の申し入れ書

私たちは岐阜県内のフェロシルト撤去を目指す市民団体です。

私たちは 2005 年 10 月 31 日、田村社長に宛て、土岐市鶴里町のフェロシルト搬入現地での説

明会開催を要求し、可否を文書で回答するよう求めています。4 ヶ月経ちましたが、貴社から

は開催の可否に対する文書の回答もなく、説明会も開催されず放置されたままです。このよう

な貴社の不誠実な態度に憤りを感じています。

その上、岐阜県及び岐阜市が撤去期限とした 2月 28日には 10の撤去命令箇所の内、わずか

3 箇所しか完了していません。岐阜県が撤去を命じた量の６割が県内に残ったままです。

しかし岐阜県は他県に比べて量的に多いわけではありません。しかも岐阜県は他県に先駆け

て貴社に撤去を要求し、昨年 6 月 7 日付で古田知事に自主撤去を申し出ました。そして昨年 7

月から可児市大森で撤去が始まりました。ところが可児市大森でも未だに撤去が完了しません。

そして県内のフェロシルトの 6割が残されたままです。一体これはどういうことでしょうか。

岐阜県及び岐阜市の撤去措置命令違反、私たちが昨年 10 月に申し入れた説明会の放置など、

最低限の企業責任すら果たさない貴社に対し、怒りを押さえることはできません。

よって私たちは以下のことを強く申し入れます。

１．未だに撤去が完了しない現状とその理由、処分場の確保の見通しなどついて市民団体が主

催する説明会に出席して説明してください。

勝手ながら説明会開催期限は 2006 年 3 月 31 日とさせていただきます。出席の可否につい

て 2006 年 3 月 10 日までに回答ください。

２．住民から説明会開催の要求があったら、責任を持って早急に応じてください。

以上

連絡先及び回答先
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